
 
 

 
2022 年 5 月 20 日 

 
 
 

日本メーカー海外生産、2021 年は半導体不足で 1,654 万台、 

2022 年は部品調達難が続き 1,700 万台弱を予想 

 

謹啓、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より、当社の調査･業務出版業務にご協力頂き、誠にありがとうございます。 

 
さて、当社では『FOURIN 日本自動車調査月報』2022 年 5 月号（2022 年 5 月 20 日発刊）において、日本自動車

メーカーの海外自動車生産台数についてまとめましたので、ご案内を申し上げます。 

 

●2021 年の日本自動車メーカー12 社合計の海外自動車生産台数は、前年比 6.9%増の 1,654 万台 

●前半は新型コロナの影響で大幅に落ち込んだ前年からの反動でプラス、後半は半導体不足等でマイナス 

●中国やメキシコは減少したが、米国、インド、タイ、インドネシアが増加 

●2022 年は部品調達難が続くため 2021 年と同水準となる 1,700 万台弱と FOURIN は予想 

 

日本自動車メーカー12 社合計の 2021 年海外自動車生産台数（各国自動車工業会及び各社広報資料より作成、一

部 KD 生産台数はダブルカウント）は、前年比 6.9%増の 1,654.0 万台となった。 

地域別に見ると、北米で前年比 0.4%増の 449.9 万台の微増となった一方、アジアで同 10.4%減の 1,003.4 万台、欧州

で同5.1%減の 131.8 万台に減少した。メーカー別では、トヨタ、スズキ、ダイハツ、三菱自、いすゞ、日野、三菱ふそう、UD

トラックスが前年比プラスとなった一方で、ホンダ、日産、マツダ、スバルがマイナスとなった。ホンダは 3 年、日産・マツ

ダ・スバルは 4 年連続で前年実績を下回るなど海外生産の縮小が続く。 

2022 年の海外生産は 1,700 万台弱と、コロナ前の水準には届かないと FOURIN は予想。中国以外のアジアで拡大す

るが、中国で横ばい、北米（米国で横ばいだが、メキシコとカナダで 2 桁減）では減少すると見込む。2022 年も半導体不

足の影響が続くとみられるほか、中国での新型コロナ感染対策のロックダウンによる部品調達の停滞等、日本自動車

メーカーにとって減産リスクが多い。 

 

ご参考までに、『FOURIN 日本自動車調査月報』2022 年 5 月号に掲載します「日本メーカー海外生産」のレポートの一部

を添付いたしました。 

当プレスリリース内容に関してのご不明な点やご質問は、下記までご連絡ください。 

敬 具 

 

 

 

当プレスリリースに関する問合せ先 

「FOURIN 日本自動車調査月報」 

編集長 松永 ゆき / 執筆担当 山本 聖子 

TEL：052-789-1184 

FAX：052-789-0966 

E-mail：y.matsunaga@fourin.com / k.yamamoto@fourin.com  

Press Release 〒464-0025 名古屋市千種区桜が丘 292 
TEL : 052-789-1101  FAX : 052-789-1147 
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北米
欧州
アジア・大洋州
中近東・アフリカ
中南米
国内生産
海外生産

(万台)

(年)

トヨタ ホンダ 日産 スズキ ダイハツ 三菱自 マツダ いすゞ スバル 日野 三菱ふそう UDトラックス

1,792,576 1,300,700 988,111 127,293 18,894 269,646 1,468

(12.5%) (▼10.3%) (3.7%) (▼12.5%) (54.4%) (▼14.3%) (▼85.4%)

736,191 76,006 329,279 107,822 21,429 28,782 7,486 11,254

(8.5%) (▼18.3%) (▼26.9%) (▼4.1%) (32.3%) (6.4%) (53.7%) (65.3%)

2,730,115 2,005,560 1,344,597 1,943,324 661,394 600,667 242,691 400,178 61 57,961 37,602 9,754

(13.8%) (▼1.2%) (▼6.1%) (26.0%) (32.0%) (33.3%) (▼25.1%) (18.5%) (▼95.9%) (51.9%) (52.8%) (47.5%)

114,833 42,714 23,664 2,029

(30.9%) (54.9%) (▼4.3%) (83.6%)

313,808 88,025 83,738 20,693

(49.9%) (8.8%) (32.9%) (79.0%)

5,687,523 3,470,291 2,788,439 2,051,146 661,394 642,789 398,766 450,222 269,707 59,429 48,856 11,783

(14.4%) (▼5.0%) (▼4.7%) (23.9%) (32.0%) (34.4%) (▼19.7%) (17.7%) (▼14.6%) (16.0%) (55.5%) (52.6%)
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注）上段は自動車生産・組立台数、下段は前年比増減。 （各国自工会データ、各社広報データより FOURIN 作成）

【日本完成車メーカー12 社、メーカー別地域別海外自動車生産・組立台数（2021 年）】 

新型コロナ 
ロックダウン、移動制限、 

自動車メーカー・サプライヤーでの感染拡大等 

政治リスク 
中国ゼロコロナ、ロシアによるウクライナ侵攻等 

部品供給 

半導体不足、部品供給網の停滞 

自然災害 
地震、洪水、寒波、熱波等 

従業員確保 

減産 

物流網混乱 
船便の遅延、コンテナ不足等 

【日本完成車メーカーにとっての 2022 年の主な海外減産リスク】  

(FOURIN)

注）海外生産台数には一部 KD 組立台数を含み、国内生産などとダブルカウントになっている。 （各国自工会データ、各社広報データより FOURIN 作成） 

【日本完成車メーカー12 社合計、地域別自動車生産・組立台数推移（2002～2021 年、2022 年予測）】 

2022 年も車載半導体不足や新型コロナ感染拡大に伴う部品
調達難等による自動車生産への影響が続く見通し。全体では
前年比微増の 1,700 万台弱になると FOURIN は予測。牽引役
は中国以外のアジアで、中国は横ばい、北米（米国は横ばい
だが、メキシコとカナダが 2 桁減）は減少すると見込む。 
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2021 年は、中国やメキシコは減少したが、米国、

インド、タイ、インドネシアがカバーし 6.9%増。 


